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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 著者らは，吊床版橋と吊橋を複合させたハイブリッド吊床版歩道橋を提案し，予備設計した

スパン 123m の構造について静力学特性，耐風安定性，道路橋への適用の可能性等について検討した 1)．他

形式と比べ，吊形式橋梁の架設系は特に不安定であって，架設法と架設時の力学特性について十分な検討が

必要であるので，本橋架設系について検討した．その結果の概要を本文に記す． 

２．本橋の概要２．本橋の概要２．本橋の概要２．本橋の概要 本橋の上部構造は，高さ 10mの塔で支持されたサグ比 10%の上ケーブル，アースアンカー

型橋台に定着されたサグ比 2%の下ケーブル及び主桁で構成されている．幅 2.3m の主桁は，直径 22cm の円

形断面の 2鋼管もしくは 2PCのエッジガーダー，オープングレーティング床版，鋼アングル横構及び鋼 I型

断面横桁で構成されており，鉛直吊材を介した上・下ケーブルで吊られている．長さ 2m の 1 セグメントの

重量は，鋼と PCでそれぞれ 3.74kNと 5.69kNである． 

３．架設手順３．架設手順３．架設手順３．架設手順 架設にあたっては，施工済みの鉄筋コンクリート製の塔とアバットメントによって上・下ケ

ーブルを架設・定着する．桁の架設法は，下ケーブルを利用してプレキャストセグメントをスパン中央部も

しくは対岸側に順次送り出し，吊材で上ケーブルに吊り上げる．セグメントを仮結合し，架設の最終段階で

下ケーブルに張力を導入してサグ調整を行った後，PCにプレストレスを導入もしくは鋼管相互を剛結する． 

４．解析法４．解析法４．解析法４．解析法 架設系の構造解析では特別の工夫が必要である．広く用いられているように，ケーブルに曲げ

剛性を持たせた系で解析すると，図-1(a)，(b)に 1点鎖線で示すように非載荷部ケーブルがそり上がる．そこ

で，大きな初期張力を導入して解析すると，図中実線で示すようにそり上がりは修正されるが，導入張力に

よる付加剛性が応答に及ぼす影響を算定できない．そこで本研究では，ケーブルを 1次元部材（ばね）要素

で構成した（図-2(a)）．このケーブルに斜吊材を結合し，ローラー支承で吊材下部節点の水平変位を拘束して，

この節点にセグメント重量をかけた．最も重要なことは，ケーブルのたわみ曲線が同一荷重を受ける単純梁

の M-図と相似なことである．この事実を利用して，初期骨組線としてこの M-図を用いることにより，幾何

学的大変形・非線形問題の大半は解決できる．このモデルに部分載荷すると，斜吊材から及ぼされるケーブ

ル節点力の鉛直成分 Viは所要値（Piあるいはゼロ）と異なる値を示し，水平成分 Hiもゼロではない（図-2(b)）．

そこで，過不足分をケーブル節点に外力として加え，この操作を反復することにより正解に収斂させること

ができる． 
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５．解析結果（５．解析結果（５．解析結果（５．解析結果（PCPCPCPC エッジガーダー）エッジガーダー）エッジガーダー）エッジガーダー） 対称及び非対称の送り出し架設時のケーブル最大下向き・上向きたわ

みを，載荷長 L2/L（Lはスパン長）を横軸にとり図示して図-3の実線の曲線を得た．図中，実線と破線の差

は弾性変形の寄与を表す．非

対称載荷すると，架設の初期

段階で約9mと4mを越す上向

き（正値）・下向き（負値）た

わみを生じている．上ケーブ

ルとバックステーケーブルの

張力変化は図-4に示す通りで

あり，いずれの架設法でもほ

ぼ同様の特性が認められる．

また，塔頂部の水平変位の最

大値 3cmは完成時に生じ（図

-5），この時の塔基部の曲げモ

ーメントは約 150kN・m であ

る（図-6）．応答に見る非線形

性は大きくなく，所要値の 5

倍載荷しても最大たわみに見

る線形解析との差異は約 15%

であった（図-7）．また，はり

系要素による解析における付

加剛性が応答に及ぼす影響を

ばね系要素の応答を基準にし

て評価し，導入張力 T/T0（T0

は床版死荷重を全載させた場

合の張力）を横軸にとり図示して図-8，9 を得た（負値は過

小評価）．最大たわみにみる差異は，導入張力が比較的小さい

段階で大きく，所要値の 10倍の初期張力導入時で約 100%で

あった（図-8）．一方，ケーブル最大張力における差異は，導

入張力が増加するにつれ大きくなり，同じ段階で約 20%であ

った（図-9）．  

 

 

 

 

 

 

６．むすび６．むすび６．むすび６．むすび ハイブリッド吊床版歩道橋の架設法と架設系の静力学特性を検討した．解析にあたっては，不

安定な系を安定化させて反復法で解を得た．この手法により，変形と断面力の特性を把握することができた． 
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